




































A Study on the Learners’Awareness of Their Own English Abilities








... Women in general will often rate themselves lower than men when they are, in 














　KR-21（KUDER-RICHARDSON 21 FORMULA）［rt= テストの信頼度係数］、




２．５　結果および分析                
　段階と偏差値（例）
　TABLE 1     段階       偏差値 　 
               　　 5     60.2 －   
                　　4     53.3 － 60.1  
                　　3     46.4 － 53.2  
                　　2     39.4 － 46.3  
                　　1           － 39.3
　高校（男子と女子）
　１年１組　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   
　　TABLE 2　　　　　  英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　TABLE 3  t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 40 40 40   t=2.782, df=71
  MEAN 69.38 3.05 2.33 0.73 ＊＊ p<0.008
  SD 10.46 1.30 0.96
  rt 0.81
 男子 NUMBER 20 20 20   t=0.531, df=33
  MEAN 65.70 2.60 2.40 0.20  p<0.6
  SD 11.54 1.36 0.92
 女子 NUMBER 20 20 20   t=3.738, df=38
  MEAN 73.05 3.50 2.25 1.25 ＊＊＊ p<0.001





 男子 10% 15% 25%
 女子 0% 40% 10%
 合計 10% 55% 35%
                          
　　TABLE 5
　　段階の人数分布
　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ　　　　　英語Ⅰと英語 OC の相関＝ 0.85 ＊＊＊   p<0.001
 5 6 0
 4 9 3
 3 11 18
 2 7 8
 1 7 11
　１年２組　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   
　　TABLE 6　　　　　  英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　　TABLE 7  t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 40 40 40   t=3.458, df=78
  MEAN 56.70 3.23 2.38 0.85 ＊＊＊ p<0.001
  SD 15.70 1.19 0.97
  rt 0.91                                                         
 男子 NUMBER 19 19 19   t=1.757, df=36
  MEAN 55.74 2.95 2.37 0.58  p<0.1
  SD 9.98 1.00 0.98
 女子 NUMBER 21 21 21   t=3.244, df=40
  MEAN 61.57 3.48 2.38 1.10 ＊＊ p<0.003




 男子 15% 20% 13%
 女子 2% 37% 13%





　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ　　　　　英語Ⅰと英語 OC の相関＝ 0.81 ＊＊＊   p<0.001
 5 7 0
 4 8 4
 3 10 16
 2 9 11
 1 6 9
　３年１組　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   
　　TABLE 10　　　　　 英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　TABLE 11  t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 40 40 40   t=3.061, df=71
  MEAN 70.28 3.15 2.38 0.77 ＊＊ p<0.002
  SD 12.67 1.22 0.91
  rt 0.88
 男子 NUMBER 24 24 24   t=3.321, df=46
  MEAN 73.67 3.42 2.58 0.84 ＊ p<0.02
  SD 12.77 1.22 1.00
 女子 NUMBER 16 16 16   t=2.394, df=30
  MEAN 65.19 2.75 2.06 0.69 ＊ p<0.03
  SD 10.67 1.09 0.66
　　TABLE 12    
　　アンケート分析の人数と百分率
　　　　　　過大評価　　　　過小評価　　　　適切な評価
 男子 5% 48% 7%
 女子 0% 25% 15%
 合計 5% 73% 22%
                                     
　　TABLE 13              
　　段階の人数分布
　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ　　　　　英語Ｂと英語Ｃの相関＝ 0.84 ＊＊＊   p<0.001
 5 3 1
 4 15 3
 3 12 12
 2 8 18
 1 2 6
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　３年２組　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   
　　TABLE 14　　　　　 英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　TABLE 15  t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 39 39 39   t=2.123, df=76
  MEAN 65.03 2.97 2.38 0.59 ＊ p<0.04
  SD 16.02 1.27 1.15
  rt 0.92
 男子 NUMBER 14 14 14   t=0.663, df=26    
  MEAN 55.57 2.29 2.00 0.29  p<0.6
  SD 13.77 1.16 1.07
 女子 NUMBER 25 25 25   t=2.299, df=48
  MEAN 70.32 3.36 2.60 0.76 ＊ p<0.03
  SD 14.70 1.16 1.13
       
　　TABLE 16    
　　アンケート分析の人数と百分率
　　　　　　過大評価　　　　過小評価　　　　適切な評価
 男子 5% 18% 13%
 女子 5% 38% 21%
 合計 10% 56% 34%
                                                                     
　　TABLE 17              
　　段階の人数分布
　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ　　　　　英語Ｂと英語Ｃの相関＝ 0.85 ＊＊＊   p<0.001
 5 7 2
 4 5 4
 3 12 12
 2 10 10




 男子 9% 25% 14.5%
 女子 2% 35% 14.5%
 合計 11% 60% 29%
　
　　合計の３項目間のカイ自乗検定
　　χ２= 37.858,  df = 2




　１年Ａ組　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   
　　TABLE 19　　　　　 英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　TABLE 20  t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 46 46 46   t=3.348, df=80
  MEAN 69.00 3.20 2.39 0.40 ＊＊ p<0.002
  SD 16.13 1.33 0.93
  rt 0.93
　　TABLE 21    
　　アンケート分析の人数と百分率
　　　　　　過大評価　　　　過小評価　　　　適切な評価
 女子 20% 56% 24%
                                                                     
　　TABLE 22              
　　段階の人数分布
　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ
 5 8 1
 4 13 2
 3 13 20
 2 4 14
 1 8 9
　１年Ｂ組
　　TABLE 23　　　　　 英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　TABLE 24  t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 36 36 36   t=2.576, df=64
  MEAN 65.80 3.36 2.57 0.79 ＊ p<0.02
  SD 16.50 1.45 1.09
  rt 0.93
　　TABLE 25    
　　アンケート分析の人数と百分率
　　　　　　過大評価　　　　過小評価　　　　適切な評価
 女子 7% 57% 36%
　　TABLE 26              
　　段階の人数分布
　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ
 5 7 2
 4 13 3
 3 8 13
 2 1 13
 1 7 5     
内藤　徹　　英語の学力意識に関する研究　─ 高校生および大学生の傾向 ─
　１年Ｃ組　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   
　　TABLE 27　　　　　 英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　TABLE 28 t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 35 35 35   t=2.149, df=49
  MEAN 66.70 2.49 1.89 0.60 ＊ p<0.04
  SD 13.86 1.46 0.72
  rt 0.89
　　TABLE 29    
　　アンケート分析の人数と百分率
　　　　　　過大評価　　　　過小評価　　　　適切な評価
 女子 25% 44% 31%
　　TABLE 30              
　　段階の人数分布
　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ
 5 6 0
 4 1 0
 3 9 7
 2 8 17
 1 10 11
　２年Ｄ組　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   
　　TABLE 31　　　　　 英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　TABLE 32 t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 37 37 37   t=2.348, df=66
  MEAN 49.50 3.49 2.78 0.71 ＊ p<0.03
  SD 23.82 1.45 1.09
  rt 0.97
　　TABLE 33    
　　アンケート分析の人数と百分率
　　　　　　過大評価　　　　過小評価　　　　適切な評価
 女子 0% 54% 46%
　　TABLE 34              
　　段階の人数分布
　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ
 5 14 2
 4 5 5
 3 6 19
 2 9 5
 1 3 6
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　２年Ｅ組　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   
　　TABLE 35　　　　　 英語の　　　　　実際の　　ｱﾝｹｰﾄの　　差　　　　TABLE 36 t-test       
　　　　　　　　　　　　成績　　　　　　段階　　　段階
 ｸﾗｽ NUMBER 36 36 36   t=2.654, df=70
  MEAN 67.90 3.06 2.44 0.62 ＊＊ p<0.002
  SD 20.88 1.57 1.21
  rt 0.96                                                         
　　TABLE 37    
　　アンケート分析の人数と百分率
　　　　　　過大評価　　　　過小評価　　　　適切な評価
 女子 19% 44% 37%
  
　　TABLE 38              
　　段階の人数分布
　　段階　　　実際　　　ｱﾝｹｰﾄ
 5 8 4
 4 8 1
 3 7 9
 2 4 15




 合計 14% 51% 35%
　　合計の３項目間のカイ自乗検定
　　χ２= 20.660  df = 2
　　＊＊＊ p<0.001  
２．６　考　察
　偏差値の段階は、仮に得点を 0 から 100 まで
並べ、それを５等分してみたものである［TABLE 
1］。すなわち、１段階は 39.3 以下、２段階は 
39.4 から 46.3、３段階は 46.4 から 53.2、４段







69.38、標準偏差は 10.46、信頼度は 0.81 である。
テストとして、信頼性があると言える。実際の
学力の段階の平均は 3.05、標準偏差は 1.30、ア




差は 11.54 である。実際の学力の段階の平均は 
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2.60、標準偏差は 1.36、アンケートの段階の平均
は 2.40、標準偏差は 0.92 である。t 検定により、
実際の段階とアンケートの段階の平均の間には有
意差は見られない。女子は、平均が 73.05、標準
偏差は 7.65 である。実際の学力の段階の平均は 
3.50、標準偏差は 1.07、アンケートの段階の平
















関係数は 0.88 ＊＊＊で 0.1% 水準で有意な強い相
関があり、学力点が安定し信頼性が高いと言える。
　１年２組［TABLE 6］。クラスの英語の平均は 
56.70、標準偏差は 15.70、信頼度は 0.91 である。
テストとして、これも信頼性があると言える。実
際の学力の段階の平均は 3.23、標準偏差は 1.19、




偏差は 9.98 である。実際の学力の段階の平均は 
2.95、標準偏差は 1.00、アンケートの段階の平





























偏差は 0.91 である。t 検定［TABLE 11］によ
り、実際の段階とアンケートの段階の平均の間
には 1% 水準で有意差がある。男子は、平均が 
73.67、標準偏差は 12.77 である。実際の学力の
段階の平均は 3.42、標準偏差は 1.22、アンケー
トの段階の平均は 2.58、標準偏差は 1.00 である。
t 検定により、実際の段階とアンケートの段階の
平均の間には 5% 水準で有意差がある。女子は、
平均が 65.19、標準偏差は 10.67 である。実際の
学力の段階の平均は 2.75、標準偏差は 1.09、ア




























偏差は 1.15 である。t 検定［TABLE 15］によ
り、実際の段階とアンケートの段階の平均の間
には 5% 水準で有意差がある。男子は、平均が 
55.57、標準偏差は 13.77 である。実際の学力の
段階の平均は 2.29、標準偏差は 1.16、アンケー
トの段階の平均は 2.00、標準偏差は 1.07 である。
t 検定により、実際の段階とアンケートの段階の
平均の間には有意差は見られない。女子は、平均
が 70.32、標準偏差は 14.70 である。実際の学力
の段階の平均は 3.36、標準偏差は 1.16、アンケー






























準偏差は 16.13、信頼度は 0.93 である。テスト
として、信頼性があると言える。実際の学力の段
階の平均は 3.20、標準偏差は 1.33、アンケート











は 65.80、標準偏差は 16.50、信頼度は 0.93 であ
る。テストとして、信頼性があると言える。実
際の学力の段階の平均は 3.36、標準偏差は 1.45、
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